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最近分離 した各種病原細菌のAmoxycillin感 受性
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最近広域ペニシリン剤がつぎつぎに登場 し,細 菌感染

疲の化学療法に広 く使用されている。そして他の抗生物

質に較べて,副 作用が比較的少ないために,大 量投与も

行なわれるようになり,広 域ペニシリン剤はセファコス

ポ リン剤 とならんで,化 学療法の中で大 きな役割を占め

るようになつた。

今回新しく開発されたAmoxycillin(AMPC)は,

Ampicillin(ABPC)と 類似 した抗菌力をもっといわれ

る広域ペニシリン剤であるが,私 どもは最近分離 した病

原細菌,と くにグラム陰性桿菌について,本 剤の抗菌力

を測定 した。そ して主 として本剤 とABPCの 抗菌力を

比較し,菌 種によっては他の広域ペニシリン剤,セ ファ

ロリジン(CER)と も比較 した。なお将来の大量投与の

可能性 も考え,従 来一般に用いられてい る100mcg/ml

か らの2倍 希釈濃度の希釈法によらないで,1,600mcg/

mlの 高濃度からの希釈法を用いて抗菌力を測定 した。

1 実験材料および方法

1) 供試菌株

1972年 後半から1973年4月 までに,本 院中央臨床検査

室において各種臨床材料から分離 した下記菌株 を用 い

た。

溶血 レンサ球菌  237株

Escherichia coil  100株

Klebsiella  10株

Enterobacter 1株

Citrobacter 5株

Proteus mirabilis  82株

Proteus vulgaris  14株

Morganella  54株

Rettgerella  4株

Pseudomonas aeruginosa  13株

Pseudomonas maltophilia  18株

Pseudomonas putida  7株

Pseudomonas fluorescens  3株

Pseudotnonas putrefaciens  4株

Pseudomonas alcaligenes  6株

Pseudomonas stutzeri  1株

Pseudomonas cepacia  1株

Acinetobacter anitratus 23株

Achromobacter  7株

Alcaligenes  6株

Flavobacterium  9株

Mima group  24株

計  629株

以上のうち,溶 血レンサ球菌はA群 が主で,B,C,G

群 が少数加わつているが,D群(腸 球菌)は 含まれてい

ない。

2) 感受性測定法

MICの 測定は日本化学療法学会標準法1)に 準 じて行

なつた。但 し抗生物質の濃度段階 は,1,600mcg/mlか

ら2倍 希釈とした。そ して抗生物質含有平板 培地は,

溶血 レンサ球菌の場合は5%羊 脱線維素血液 加Heart

infusion寒 天,Proteus mirabilisお よびProteus

vulgarisを 除 く菌種ではHeart infusion寒 天 を用い

た。 両Proteusの 場合は遊走を防 ぐ目的 で,Heart

infusion寒 天に寒天濃度が3%に なるように 寒天を加

えて用いた。

使用 した抗生物質は,AMPC,ABPCの ほか,Car。

Table 1 Distribution of susceptibility of ƒÀ-hemolytic Streptococci to AMPC and ABPC
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benicillin (CBPC), Sulbenicillin (SBPC),CERで

あ る。

II 実 験 結 果

1) 溶 血 レンサ 球 菌

溶 血 レ ンサ球 菌237株 のAMPC,ABPC感 受 性 は

Table 1に 示 す とお りで,両 剤 の0.1mcg/mlで 全 株 が

発 育 を阻 止 され た 。 両 剤 のMICの 相 関 は,Fig.1に 示

した。 図 に 見 られ る よ うに,両 剤 のMICは ほ ぼ 相 関 し

て い る が,AMPCのMICがABPCの それ の1/2の

菌株 が か な り多 い 。

2) 腸 内 細 菌

Escherichia coli, Xlebsiella, Enterobacter, Citro-

bacterのAMPC,ABPC感 受 性 は,Table 2に 示 し

た。 また両 剤 のMICの 相 関 は,Fig.2に 示 した 。 E.coli

で は88%が 両 剤 の12.5mcg/mlで 発 育 を阻 止 され た が,

Klebsiellaは10株 全 部 が12.5mcg/mlで 発 育 を 阻 止 さ

れ な か つ た。 いず れ の菌 種 で も1,600mcg/mlで 発 育 を

阻 止 され な い菌 株 は 極 め て 少 数 で あ つ た。 な お,AMPC

とABPCのMICは,Fig.2の よ うに ほ ぼ相 関 して い

る。

Fig. 1 Correlation of antimicrobial activity 

between AMPC and ABPC

β-hemolytic  Streptococci

Table 2 Distribution of susceptibility of E. coli , Klebsiella, Enterobacter 
and Citrobacter to AMPC and ABPC

*: Not examined at the concentration of more than 1600 mcg per ml.

**: Not examined at the concentration of more than 200 mcg per ml .
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Table 3 Distribution of susceptibility of Proteus group to AMPC and ABPC
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Fig. 2 Correlation of antimicrobial activity between AMPC and ABPC 

E. coli, Kiebsiella, Citrobacter

Fig. 3 Correlation of antimicrobial activity between AMPC and ABPC 

Proteus group
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Table 4 (1) Distribution of susceptibility of genus Pseudo;nonas 

to AMPC, ABPC and other antibiotios
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Table 4 (2) Distribution of susceptibility of genus Pseudomonas 

to AMPC, ABPC and other antibiotics
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Table 5 Distribution of susceptibility of glucose non-fermentative gram-

negative bacilli to AMPC, ABPC and other antibiotics
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次に,Proteus群(Pr. mirabilis, Pr. vulgaris,

Mbrgmella, Retrgerella)の AMPC, ABPC, CBPC,

sBPC,CER感 受性は,Table 3の とお りで ある。

CBPC以 下 の薬剤に対しては,検 査株数が多少少ない。

一般にProteus群 に対 しては,CBPC,SBPCの ほ うが

他剤 よりも強い抗菌力を示 している。 しかし両剤を含め

ていずれの薬剤の高濃度でも発育を阻止 され ない菌株

が,か な り多数認められる。なおAMPCとABPCを

比較すると,ABPCの ほ うに1,600mcg/mlで 発育を阻

止されない菌株が多数あ り,Fig.3に み られるように,

AMPCのMICがABPCの それの1/2以 下 の菌株 が

かなり多数見られる。

3) ブ ドウ糖非醸酵 グラム陰性桿菌群

Pseudomonas属 各菌種のAMPC,ABPC,CBPC,

SBPC, CER感 受性はTable 4(1)(2)に 示すとお り

で,P⊃seudomoms属 に対 しこれら5剤 の抗菌力は比較

的弱 く,い ずれの菌種でも12.5mcgmlで 発育を阻止さ

れる菌株は少数にしか過ぎない。測定株数が少ないので

明らかではないが,P. aeruginosaで はCBPC, SBPC

の抗菌力がすぐれ,P. maltoPhilaで はCERの 抗 菌力

が他剤より劣るようにみえる。

その他のブ ドウ糖非醸酵グラム陰性桿菌では,Table

5に み られるとおり,菌 種によつて5剤 に対する感受性

にかな りの差がある。5剤 ともAcinetobacter,Flavo-

baoteriumに 対 して抗菌力が弱 く,と くにCERは

Acinetobacterに 対 して弱い。

Fig.4に,Pseudomoms属 を含めたブドウ糖非醗酵

グラム陰性桿菌に対するAMPC,ABPCのMICの 相

関を示 した。AMPCのMICの ほ うが小さいものが多

少多いけれども,ほ ぼ相関しているとみてよい。

III 考 察

私 どもは最近分離した溶血レンサ球菌,腸 内細菌,

Pseudomenasを 含むブドウ糖非醸酵 グラム陰性桿菌に

ついてAMPCとABPCの 抗菌力を比較 した。 また,

Proteus群,ブ ドウ糖非醗酵グラム陰性桿 菌について

は,ほ かにCBPC,sBPC,CERの 抗菌力も測定 し,

AMPC,ABPCと 比較した。AMPCとABPCの 比較

では,溶 血レンサ球菌。Proteus群 においては,AMPC

のMICの ほ うがやや小さい菌株が多いが,そ の他の菌

株では両剤の抗菌力はほぼ同程度と考えられる。すなわ

ち,AMPCとABPCは,私 どもの検査 した範囲の菌

種では,抗 菌スペクトルも,抗 菌力も比較的よく類似し

ていると言えよう。

Protms群 と Pseudomonas aeruginosal,こ 対 して,

ABPCよ りもCBPC,sBPCが よ り強い抗菌力を示す

ことは周知のn事実であるが,AMPCも ABPCと 同様,

これ らの菌種に対 してはCBPC,SBPCよ りも抗菌力が

劣つていることは明らかである。 しかしPseudomonas

aerugimsa以 外 の Pseudomonas属 の菌種に対しては,

P. maltophiliaを 除 けば, AMPC, ABPCと CBPC,

Fig. 4 Correlation of antimicrobial activity between AMPC and ABPC 

Glucose non-fermentative gram-negative bacilli
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SBPCの 抗菌力の間に顕著な差はなさそうである。

従来希釈法による抗菌力の測定は100mcg/mlよ り2

倍希釈濃度で行なわれるが,広 域ペニシリン剤,セ ファ

ロスポ リン剤では大量投与が行なわれる傾向にあり,そ

の際 とくに尿中には高濃度に薬剤が排泄される。こうい

う場合,100mcg/mlで 発 育を阻止されない菌 でも,充

分発育を阻止される可能性がある。そこで私どもは,こ

れら薬剤については1,600mcg/mlよ り2倍 希釈濃度で

MICを 測定することとした2)。腸内細菌,Pseudomoms

属 その他ブドウ糖非醸酵 グラム陰性桿菌は,最 近尿路

感染から検出される頻度が増加 しつつあるが,こ れらの

菌種の中には,100mcg/mlで 発育を阻止されず,800～

1,600mcg/mlで 発 育を阻止される菌株がかな り多数存

在する。AMPCもABPCと 同様,大 量投与の可能性

があるので,高 濃度のところまでMICを 測定した次第

である。このようなAMPCの 高濃度で漸 く発育を阻止

される菌による尿路感染等が,試 験管と同様に生体内で

もAMPCの 投与によつて治療できるかどうかは,今 後

の研究にまたなければならない。

IV 結 論

私 どもは1972年 後半から1973年4月 までに,順 天堂大

学附属病院中央検査室で臨床材料から分離された溶血 レ

ンサ球菌,腸 内細菌(E. coli, Klebsiella, Enterobacter,

Citrobacter, Proteus群), Pseudomoms属8菌 種,

その他 ブドウ糖非醗酵グラム陰性桿菌5菌 種,計629株

について,AMPCの 抗菌力を ABPCの それと比較し

た。またProteus群, Pseudomonas属 お よびブドウ糖

非醗酵グラム陰性楳菌については,CBPC, SBPC, CER

の抗菌力とも比較 した。 そ して抗菌力は1,600mcg/ml

の高濃度まで測定した。

1) AMPCは 溶血 レンサ球菌に強い抗菌力を示 した

が,腸 内細菌その他グラム陰性桿菌に対 しては,菌 種に

よつて差はあるが,100mcg/mlで 発育を阻止され ない

菌株が多数認められ る。 しか し200～1,600mcg/mlで

発 育を阻止される菌株はかなり多 く認 め られた。 なお

Proteus群, Pseudomouas aeruginosa, P.maltophilia

に対 しては,ABPC同 様,CBPC, SBPCに 比 して抗

菌力は劣つている。

2) AMPCと ABPCの 抗菌力を比較すると,ほ ぼ相

関するが,溶 血 レンサ球菌とProteus群 では,AMPC

のほ うが抗菌力が多少強い。
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Abstract

The present authors compared the antibacterial activity of amoxycillin (AMPC) and that of 

ampicillin (ABPC) on 629 strains in total consisting of hemolytic Streptococcus, intestinal flora 

(E. coli, Klebsiella, Enterobacter, Citrobacter and Proteus group), 8 species of Pseudomonas genus, 

and 5 species of other non-glycolitic enzymatic Gram-negative bacilli, which were all isolated from 

the clinical materials in Clinical Laboratories, Juntendo University Hospital, from the latter half of 

1972 to April 1973. As to Proteus group, Pseudomonas genus and non-glycolitic enzymatic Gram-negative 

bacilli, the antibacterial activity was compared as well with that of carbenicillin (CBPC), sulbenicillin 

(SBPC) or cephaloridine (CER). The antibacterial activity was measured to a high concentration as 

1, 600 mcg/ml. 

1) AMPC showed a strong antibacterial activity against hemolytic Streptococcus, while there 

observed numerous strains of intestinal flora and other Gram-negative bacilli of which the growth was 

not inhibited by the concentration of 100 mcg/ml, although a difference was noticed according to 

species. There observed, however, fairly many strains which were inhibited the growth at 200•`1, 600 

mcg/ml. The antibacterial activity against Proteus group, Pseudomonas aeruginosa and P. maltophilia, 

was inferior to the cases with CBPC and SBPC, exactly as in the case with ABPC. 

2) There exists approximately a relationship between the antibacterial activity of AMPC and 

ABPC, while the antibacterial activity of AMPC is somewhat stronger than ABPC against hemolytic 

Streptococcus and Proteus group.


